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西洋美術館所蔵
上：聖ロレンツォ　ルガノ，ティッ
セン・コレクション
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ト，大司教美術館所蔵
右下：’洗礼者ヨハネ　オックスフォ
ー ド・アシュモレアン美術館
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カルロ・クリヴェルリCarlo　Crivelli（1430「35　1ia〃、Pict〃r（・5ρ∫〃ie　Re〃‘tis5‘t〃‘’e，　Ve〃etia〃
一一 1494以後）は　祭壇111ilの画家．1とよばれるよう　　S（ゾiool，2vols．，　Tome　1，　London，1957のカノレ
に数多くの祭壇画を残している，ヴェネツでアフ）　ロ・クリヴェルリの項に「ロンドン、バトラー・コ
∠、ラノ派の系統から出、初め後期ドイツ・コシッ　　レクション旧蔵オーカステイン（アウクスティス
クの影響も強く受けたと考えられるが，中年以後　　ス）：とだけ記載されているというように，ごく
は彼と1・引ll：代のマンテーニャ，ジョウァンニ・べ　　わずかの記述しか見られなかったが，ヒ記の1961
ルリー二，コスメ・トゥーラの芸術からも多くを　　年の諸研究によって，製作年代や原初の状態など
学びとった形跡がある。カルロは激しい性格の持　　がかなり明らかとなってきた。それらを紹介する
主だったらしく，若いとき（1457年）に1・i煤iの［11il　1〕　ifにまず来歴について知れるところを記すと，画
家の妻を奪って刑事々件をひき起し，200リレの　　“rliの裏に貼付されたラベルからして，この作品は
罰金と6ケ月入牢の憂llに逢い，その後中部でタ　　Charles　Butlerコレクションからロンドンの111fl
リアのマルケ地方に逃れ，アンコーナ、アスコリ　商Dowdeswel1＆Dowdeswellsに移り，そこ
などで生涯の大’トを送った　これらのL地の教会　　から松方氏が購入したと思われる，その後わが国
堂のために描いた多くの祭壇画が後にばらばらに　　に来て松方コレクシ。ン分散後は某会礼の所有に
分解されて各国の美術館や収集家のfに渡り、そ　　帰し，1963年に匡位西洋美1’1：∫館がこれを購人した
れらがもともとどこに所属し，どのような構成を　昭和5年に開かれた「第31i　il松方氏蒐集絵1画展覧
とっていたか，これを確定することがクリヴェル　　会」のli録番り陰24（編集発行人石井柏亭）にはこ
リ研究における「巨要なテーマとなっている。　　　　の作品が、或る僧IEの像　（ヴィットリオ・クリヴ
1961年にヴェネツィアで開かれた「クリヴェルリ　　ェルリ作）として掲載されている。ここに出てく
とクリヴェルリ派」展は，クリヴェルリに関する　　るヴィットリオ（ヴィットーレ）とはカルロの弟
もつとも重要な展覧会であり，同時にこの年には　　である。彼は兄カルロの影響を強く受け，その1ニ
クリヴェルリに就ての注目すべき著，IF論文がいく　房で協力した人で，両者いずれの作品か問題とな
つか出版された。同展を組織したピエトロ・ザン　　ることが多い，石井柏亭氏がいかなる根拠によっ
ヘッティPietro　ZampettiのカタログCl’i～，e〃～　てこれをヴィットーレの作としたか不明であるが
e’Cnlre〃esc1～i，　Venezia，1961，と同じ著：K一に　　おそらく’illlJJ：一行われていた意見に従ったのであろ
よるCar／o　C］’iz，c7〃～，　Milano，1961，アンナ・ホ　　う（例えばベレンソンは初め　In　vei7　tario　degli
ヴェロAnna　Boveroの　Tutla　la　pittu〃’（I　d‘・l　ogg〃～d「arto　de〃cJ　pro～’i〃cie　di　A〃co〃a　e
Crivelli，　Milano，1961，またフェデIJコ・ゼーリ　・4scoli　Pic’e；io，　Roma，1936，のliTで後に述べる
Federico　Zeriの論文“Cinque　schede　per　　洗礼者ヨハネ　などと共にこれをヴィットーレ
Carlo　Crivelli”，・4rte　A〃tica　eルVoder〃a，1961，　の作とし，後に1957年の前掲、iFでカノレロの作と訂
p．158－176，などである，　　　　　　　　　　　IEしている）、
国、！’：西洋斯・llf館所蔵、ある僧1にの像　については　　さて　ある僧IEの像・の属していた祭壇画の再構
それまで例えばベレンソンB．Berensonの1ta一　成の問題であるが、ザンヘッティはゼーリの説を
63
ほぼ承認しているので，ゼーリの前掲論文に則っ　礼者ヨハネ》の縦の寸法が足りないのは，板絵の
てみてゆきたい。　　　　　　　　　　　　　一ド部が傷んだので後に切り取ったためである。
ゼーリはまずベレンソン前掲書第165図にみえる　　次に製作年代の問題に移ると，これらの作品はべ
カルロ・クリヴェルリの多翼祭壇画（ロンドン，　　ルリン美術館の《聖母子とペテロと聖人たち》の
ブリンスレーマーレー氏旧蔵）の復原的再構成　　祭壇画（1488年）ときわめて類似点が多く，1480
に疑問を提出し，その中央上部に置かれた《聖ロ　年代の末の作品にちがいない。とすればここに有
レンツォ》をこの祭壇画とは別個の3点の板絵と　　力な資料がひとつ残つている。つまり1487年7∫J
結びつけ，これらでひとつの群をなすと考えた。　　16口に「アスコリに住むヴェネツィア市民………
そこに国立西洋美術館作品が登場するわけである。　両家カロルス」がカステル・サン・ピエトロのサ
いまそれらを列記すれば，　　　　　　　　　　　ン・ロレンツォ聖堂の司祭フラ・グラツィオ・ディ・
《聖ロレンツォ》テンペラ，板絵，58×35cm（ル　　ロレンツォからこの教会堂の祭壇両製作のため前
ガノ，ティッセン・コレクシ。ン）　　　　　　　　払いの金を受け取ったという記録である。ただゼ
《聖アゴスティーノ（アウグスティヌス）》テンペ　　ーリは必ずしも断定しているわけではなく，さら
ラ，板絵，57×38cm（ユトレヒト，大司教美術館）　に今後の研究が必要なることを附言している。も
《洗礼者ヨハネ》テンヘラ，板絵，73×35cm（オ　　しこれら4点の作品がカステル・サン・ピエトロの
ックスフォード，アシュモレアン美術館）　　　　　祭壇画に属していたとすれば，そのときカルロの
《ある僧正の像》テンヘラ，板絵，132×35cm（バ　助1をつとめた者は「通称ギリシャ人ことミケー
トラー・コレクシ。ンIli蔵，国、Z西洋美術館）　　　レ」という人物であった。
ところでゼーリはべレンソンと同様に西洋美術館　　前述のようにザンペッティはこの説を承認し，そ
作品を《聖アゴスティーノ》とし，ユトレヒト作　　の著書Carlo　Crivelliでは上の4点をはつきり
品を《ある僧正》としているが（ザンペッティで　　とカステル・サン・ピエトロの祭壇画と結びつけて
はこれと反対に西洋美術館作品が《ある僧正》で　　いる。これに対してボヴェロはゼーリ，ザンペッ
ユトレヒト作品が《聖アゴスティーノ》），混同を　　ティに同調せず，カステル・サンピエトロ祭壇画
避けるために今は上のように記しておく。　　　　を「失われた作品」に入れ，国立西洋美術館作品
これら4点の作品でもっとも共通するものは横幅　　について何も記していない。そして《洗礼者ヨハ
の寸法と背景の植物装飾紋様であり，人物描写，　　ネ》を正当作品から外し，伝「クリヴェルリ」と
その描線の性質にも同一時期の作と思わせる要素　　している。また《聖ロレンツォ》と《聖アゴスティ
がたしかに認められる（中では《洗礼者ヨハネ》　　一ノ》（ボヴェロもこれを《ある僧正》とする）
の表現がやや弱く，助手の手を多く感じさせる）。　については，両者ともに1480年代の終りか90年代
問題は各作品の縦の寸法が異る点にあるが、ゼー　　の初め，つまり作者の晩年の作品であり，そこに
りによればこの祭壇画は二つの半身像〈x聖ロレン　　機械的なくりかえし，一種のマンネリズムが認め
ツォ》《聖アゴスティーノ》と二つの全身像《洗礼　　られ，弟子の手が大幅に介入していること，しか
者ヨハネ》《ある僧正の像＞＞から成っていた。《洗　　しカルロの作、ll，として承認できる旨述べている。
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